
産学共同プロジェクト「数学授業における関数電卓実用化とグローバル展開」 

 

紙を折る回数と紙の厚さに関する数学科指導案（略案） 

 

今井 壱彦 

実験授業の目的 

関数電卓使用を前提として，現実と数学を行き来する活動を行い，どのような議論・解答・

表現が出るのかを調査する。 

 

授業のねらい 

関数電卓を使用して，現実と数学を行き来する活動を通して，式から仮定を見出すこと，お

よび仮定を見直したり結果を解釈したりすることができる。 

 

本時の展開 

 学習活動 指導の手立て 留意点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

導入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・紙を半分に折り，重ねることを

繰り返していくことを具体例で

確認する。 

(1)地上から月までは 42回で到達 

(2)東京スカイツリーの高さまでは

23回で到達 

 

 

 

 

 

・問題を把握する。 

・学生らの予想を問う。 

・自力解決を行う。 

・次のような仮定を設定すること

が想定される。 

(1)紙の厚さを 0.08mmとする。 

(2)紙の大きさは考えないこととす

る。 

 

 

・学生らの予想を問い

ながら進めていく。 

・折っていくごとに厚

さが2倍になること

を確認する。 

 

 

 

 

 

 

・解決が進んでいかな

い様子があれば，教

師とのやり取りで，

仮定を設定しなけ

れば解決できない

ことを全体で確認

する。 

・仮定及び式をWSに

記述させる。 

 

・無限回折ることが

できるという前提

を共有する。 

・紙を半分に折り，

重ねることは実演

する。 

 

 

 

 

 

・導入時に S大学の

パンフレットに高

低差に関する記載

があることを伝え

る【資料 1】 

 

 

 

 

 

問題 

S大学の高低差は，100 mあると言われています。紙を半分に折り，重ねるこ

とを繰り返していくとき，はたして何回折ったときに，S 大学の高低差に届

くでしょうか。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・次の 4 つの関数電卓使用方法が

想定される。 

①基本計算モードにて，様々な数

値を当てはめていく使用方法 

②カルク機能を用いる使用方法 

③ソルブ機能を用いる使用方法 

④基本計算モードにて，log を用い

る使用方法 

 

 

 

 

・グループで，比較・検討を行う。 

・議論の視点 

(1)どのような仮定を設定したか。 

(2)どのような計算方法で解決した

か。 

(3)何回折ると S大学の高低差に届

くか。 

 

 

・全体で，各グループの解決を共

有する。 

・共有する視点 

(1)解決するための式 

(2)どのように関数電卓を用いたか 

(3)何回折ったかという解答 

・次のような式が想定される。 

(1)（紙 1枚の厚さ）×2x 

(2) log2{100000÷(紙 1枚の厚さ)} 

・次のような解答が想定される。 

(1) 21回 

(2) 20.25回 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・3 人から 4 人のグル

ープを設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

・式や解答の相違点を

教師が整理する。 

T：各グループの式を

見ていくと，違うと

ころもあります。そ

の違いはなぜ生ま

れているのでしょ

うか。 

S：仮定が異なってい

るからです。 

T：どのように仮定が

異なっているでし

ょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・この後，グループ

ごとに，発表を行

うことを伝える。 

・WS には個人での

解決とグループで

の解決が区別でき

るようにすること

を指示する。 

 

・式と答えのみを黒

板に残しておき，

この後に生かせる

ようにする。 

・式や答えがすべて

同じになってしま

った場合には，個

人での解決での異

なる式や答えを教

師が取り上げる。 

・関数電卓の操作を

書画カメラで共有

する。 

 

 

 

 

 

 



・各グループの発表を受けて， 

グループで課題に取り組む。 

 

 

 

 

・解釈の方法として，次の 3 つが

想定される。 

(1)切る回数は整数になるから，

20.25 の小数第 1 位を切り上げ

て 21 回とする。 

(2)紙の厚さを x mm，折る回数を y

回すると，次のような式が成り

立つような x や y を求め，y が整

数になるときを探す。 

x×2y = 100000 

(3)紙を折るのではなく，紙を半分

に切り，重ねるという方法に変

更する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・(1)の解釈が多い場

合には「ほかの解釈

はない？」と問いか

け，別案を引き出

す。 

 

 

 

 

 

 

 

・この後に，グルー

プごとに発表を行

うことを伝える。 

・WSにおいて，これ

までの解決と区別

できるようにする

ことを指示する。 

 

 

ま と

め 

・全体でグループごとに発表す

る。 

 

・本時の振り返りを行う。 

・A4 の発表用紙を書

画カメラで映し，発

表する。 

 

 

 

課題 

20.25 回という結果をどのように解釈しますか。何をどのように変更し，解

釈したかを明記しましょう。 

紙の厚さ 3195mmで，5 回折ると 

ちょうど 100mになる。 

紙の厚さが 0.08mmとすると，100mに到達するまでに 1250000枚必要 

20回折ったときの紙の枚数は 1048576（220）枚 

残り 1250000－1048576= 201424 枚 

つまり，201424÷2＝100712 枚切ればよい 

よって，20回切った後，100712 枚切ればよい。 


